
甲状腺機能低下症に罹患した犬に対する
還元型CoQ10による皮膚・被毛症状および活動性の改善

【結果】
被毛症状（脱毛）は還元型CoQ10給与1ケ月から3ケ月までの
全検査期で、皮膚症状と活動性は給与2および3ケ月の検査期で
摂取前と比べて有意に改善した．（表３）
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【試験方法】
 試験デザイン:オープンラベル
 対象:甲状腺機能低下症に罹患している飼育犬 16頭

※脱毛、皮膚炎を主訴とし、一般薬物治療で改善なし
食品:3ケ月間給与

還元型CoQ10カプセル（50mg/粒）を体重に合わせ
1～3粒（表１）

 評価:スコアリング（皮膚・被毛の症状、活動性、および食欲）



還元型CoQ10給与で皮膚症状が改善した代表例


